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研究成果の概要（和文）：ニコライ・メトネル（1880-1951）に関して、同時代の思想家や芸術家らがその音楽
をどのように意味づけていたかを整理した。また、1910年代のロシア・アヴァンギャルドに関わった芸術家たち
の音楽論を分析し、その根底に宇宙論的世界観と四次元思想があることを明らかにした。さらに、その思想が当
時の言語理論や美術理論などとも共鳴関係にあることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We analysed how Nicholas Medtner's (1880 -1951) music was comprehended by 
his contemporary thinkers and artists. We also analyzed the musical theories of artists involved in 
the Russian Avant-Garde in the 1910s, and revealed that there were cosmic worldviews and 
four-dimensional thoughts at the root. In addition, we revealed that the thoughts had a resonance 
with linguistic theories and art theories at that time.

研究分野：ロシア音楽、ロシア語学、ロシア文化
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、ロシア・アヴァンギャルドの音楽は他の芸術分野や思想とのつながりをほとんどもたないとされてき
たが、本研究により、実際には密接な関係があることが示された。また、作品分析に関しても、従来の音楽的手
法の新機軸の分析と異なり、作品と思想の関係を考慮に入れた分析をすることにより、音楽作品の新たな側面を
浮かび上がらせる可能性を示すことができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
ロシア音楽において 20 世紀初頭という時期は新旧の世代、またさまざまな潮流が共存し、
ひしめきあっていた時代であった。この時期の音楽に関しては、それぞれの音楽家について音
楽学的作品分析、伝記的評論など、様々な角度からの研究がなされてきている。その中で、従
来の研究で手薄だと思われるのは、文学や美術なども含めた広い文化的コンテクストの中でそ
の時代の音楽がどのように受容され、どのように意味づけられていたか、という問題であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、20世紀初頭のロシア文化における音楽批評を対象とする。音楽家、音楽学者、象
徴主義の文学者、他のジャンルの芸術家などが残した音楽批評の考察を通して、当時のロシア
音楽の実像を探るのみならず、ロシア象徴主義、ロシア・アヴァンギャルドの芸術の理論家た
ちの音楽観、芸術観を検討し、音楽と他の芸術領域との間の影響関係を明らかにし、20世紀初
頭のロシア文化を新たな視点から再考することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
主に 1900年代から 1920年代ごろまでのロシアで様々な媒体（雑誌を中心とする）に発表さ
れた音楽批評のデータを収集し、整理する。その中から、ロシア象徴主義とロシア・アヴァン
ギャルドの芸術潮流に関わった音楽家、芸術家、批評家らの音楽批評を整理し、その音楽観、
芸術観を明らかにしていく。また、文学者など音楽以外の芸術領域の制作者については、彼ら
の作品と音楽の関係も明らかにしていく。 
 
 
４．研究成果 
１）メトネルをめぐる音楽論 
ニコライ・メトネル（1880-1951）に関して、同時代の思想家や文学者、音楽家などによる音
楽論を分析し、その音楽がどのように意味づけられていたかを分析した。生涯にわたり「ドイ
ツ性」と「ロシア性」をめぐる意味づけを与えられ、それがその時代のロシアや外国の状況に
応じて、様々な意味を帯びることを示した。 
 
２）1910 年代のロシア・アヴァンギャルドに関わった芸術家たち（クリビン、マチューシン、
ルリエーら）の音楽論を詳細に分析し、その根底に宇宙論的世界観と四次元思想があることを
明らかにした。また、その思想は、当時のロシアの思想界の反実証主義的な一連の思潮と関連
があり、そしてそれは当時の言語理論や美術理論などとも共鳴関係にあることを明らかにした。
また、その思想が反映された一連の音楽作品を分析し、音楽作品の新たな側面を浮かび上がら
せた。 
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